
2012.11 たんば　　　222012.11 たんば　　　23　　　2012.11 たんば　　　2012.11 たんば

ねんきん
年 金 広 場年 金 広 場

●次回の出張年金相談　※完全予約制
次回相談日：１月18日（金）氷上保健センター
予  約  期   間：  12月３日（月）～１月11日（金）
予      約     先：西宮年金事務所 ☎0798‐33‐2944
※当日は年金証書、年金手帳など基礎年金番号の
わかるものを持参してください（代理の場合は、
委任状が必要です）。

年金受給者のみなさまへ
「扶養親族等申告書」の提出について

　老齢や退職を支給事由とする年金は、所得税の
課税対象となります（障害年金・遺族年金は課税
されません）。
　課税対象となる受給者の方（年金受給額が65
歳以上の方で158万円、65歳未満の方で108万
円の方）には、すでに日本年金機構から扶養親族
等申告書（ハガキ）が送付されていますので、期
限までに必ず提出してください。

　この申告により、翌年中に受けられる年金にか
かる所得税の源泉徴収税額が決まります。提出を
忘れると、控除申告がないものとして取り扱われ、
所得税の源泉徴収税額が多くなる場合があります
のでご注意ください。
問ねんきんダイヤル☎0570‐05‐1165
　※ＩＰ電話・ＰＨＳは☎03‐6700‐1144
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12月４日～10日

と　き　12 月８日（土）　
　　　　　午後０時30分～４時35分
ところ　　春日文化ホール、春日住民センターほか
　　　　　※入場無料、事前申込不要。
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■内容
○開会行事/中学生人権作文、社明作文、人権
ポスター、人権標語入賞者表彰、人権作文朗読
○講演会/「共育～共に育つということ～」

（講師：今村克彦さん）午後1時20分～
○分科会（７分科会）/午後３時５分～
※講演会は手話通訳、要
約筆記あり。
※託児をご希望の方は、
事前に市人権同和・教育
協 議 会 ( ☎ 72‐2770) ま
でお申し込みください。
問人権啓発センター（氷
上庁舎内）電話82‐0242

各種パネル
展

○小・中学生人権啓発ポスター展

○人権標語展

○北朝鮮による拉致問題パネル展

12月１日（土）～13日（木）

ライフピアいちじま

小・中学生を対象に、人権尊重の重要性、必要性
について理解を深めるとともに、豊かな人権感覚
を身につけられるように、人権ポスターの募集を
行いました。

≪優秀賞≫（応募総数112人）
○小学校５年生の部　芦田小　仙水真吾さん
○小学校６年生の部　吉見小　畑あまねさん
○中学校１年生の部　氷上中　三森水晶さん
○中学校２年生の部　氷上中　東良愛生さん
○中学校３年生の部　山南中　荻野真優さん

人権啓発ポスター入賞者

次代を担う青少年が、「社会を明るくする運動」に
対する理解を深めることを目的に、日常生活の中で
考えていることや体験したことをテーマに作文を
募集しました。

≪優秀賞≫（応募総数157人）
○小学生の部

「ゆずり合いの気持ち」塩見裕香さん（鴨庄小５年）
○中学生の部

「思いやりの心」蘆田愛未さん（青垣中1年）
※優秀賞作品を兵庫県推進委員会の審査会へ推薦
し、審査の結果、鴨庄小５年塩見裕香さんが神戸保
護観察所長賞を受賞しました。

“社会を明るくする運動”
作文コンテスト（丹波市地区予選）結果
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